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研究成果の概要（和文）：本研究では、情景中のあらゆる文字を実時間で認識し、利用者に必要

な文字情報を自動的に抽出して利用者に提供するシステムの実現を目指して、特にカメラで撮

影された文字を実時間で認識する手法の開発を行った。前述の目的を達成するために必要な、

人に装着可能で広範囲の文字認識が実時間で行える手法の開発には至らなかったものの、利用

者がカメラを認識対象に向けるという条件の下では高い認識性能と関連情報をユーザーに提示

するシステムを作成できた。この成果は 2010 年 6 月に行われた国際ワークショップ(Ninth 
IAPR International Workshop on Document Analysis Systems (DAS 2010)で IAPR Nakano 
Award(最優秀論文賞)を受賞した。 
 
研究成果の概要（英文）：In this research, in order to realize a system which recognizes all 
characters in scenes in real time and only information important is presented to the user, 
we developed real-time recognition methods of characters captured with a camera. While 
we did not succeed to realize a real-time camera-based character recognition method for a 
wide-angle camera, we succeeded to realize a system recognizing text that pointed out with 
a camera and presenting related information to the text working in real time. We were 
awarded the IAPR Nakano Award (best paper award) at the Ninth IAPR International 
Workshop on Document Analysis Systems (DAS 2010) for the result. 
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視覚障害者 
 
１．研究開始当初の背景 
身の回りに溢れる文字は有益な情報源であ
るが、視覚障害者や外国人はそれらを享受す
ることができない。そのため、文献[a]では、

視覚障害者が携帯するカードに反応して、音
声での案内を提供するシステムが提案され
ている。しかし、このシステムには、あらか
じめ音声案内装置が設置されている場所で



しか使用できないという問題がある。 
また、文献[b]では、カメラと文字認識装置
と翻訳機の連携による文字翻訳システムが
提案されている。ところが、ここで使用され
ている文字認識技術は真正面で撮影した文
字画像しか認識できないため、翻訳したい文
字を利用者が上手に真正面から撮影しなけ
ればならない。このように、場所や対象を選
ぶシステムや、利用者に過度な負担を強いる
システムは利便性が良くない。申請者はこれ
らのシステムが実際に使用されている様子
を見たことがないが、使い勝手の善し悪しが
普及するかどうかを決める一つの重要な要
素であるのは間違いないと思われる。 
 
[a] 江口 弘, ``音声誘導案内システム,'' 特願
平 4-225837 (1992)、特開平 6-63070 (1994). 
[b] Yasuhiko Watanabe et al., ``Translation 
camera,'' Proc. ICPR'98, pp.613-617 (1998). 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、情景中のあらゆる文字を
実時間で認識し、利用者に必要な文字情報を
自動的に抽出して利用者に提供するシステ
ムの実現である。 
想定しているのは以下の状況である。利用
者が街を歩くときに小型のカメラとパソコ
ンを携帯し、認識装置が常に周囲の文字を認
識し続ける。認識した文字情報が利用者にと
って重要であるかどうかは、蓄えてある過去
の事例やあらかじめ設定した条件に基いて
判断する。重要と判断された情報は、画像や
音声等で利用者に伝える。それ以外の操作を
利用者は行わない。 
このシステムが実現すれば、視覚障害者に
とっては盲導犬のように周囲の状況を確認
する手助けになり、外国人にとっては読解不
可能な外国語の翻訳機になる。さらに健常者
にとっても、人間には発見困難な情報を瞬時
に発見（繁華街で多数の看板の中から目的の
店を探す場合など）したり、利用者が見落と
している重要な情報を提供することができ、
幅広い応用が見込める。 
 
３．研究の方法 

本研究で実現するシステムは、[i]カメラ
を用いた実時間文字認識処理と[ii]文字認
識結果から利用者に必要な情報を取捨選択
する処理で構成される。 

まず、[i]については、課題が二つある。
最初の課題は、頑健な文字認識をいかに実現
するかである。カメラを用いて文字を撮影し
た場合、斜めから撮影すると、撮影する角度
によって異なる文字画像が得られるため、変
形した文字画像の認識が課題となる。もう一
つの課題は、どのようにして実時間性を担保
するかである。頑健な認識処理を行おうとす

れば、その分だけ時間が必要になる。 
[ii]の文字認識結果の取捨選択処理には、

利用者の嗜好や行動パターンを反映した知
的な処理が求められる。しかし、この処理に
要求される必要最低限の要件は、抽出して欲
しい情報を利用者があらかじめ登録してお
き、単純な照合を行うものであり、比較的単
純な処理でも十分である。従って、本研究で
は[i]に注力した。 
 本研究では大きく分けて 4つの研究に取り
組んだ。 
(1) 射影変換に頑健な高速文字認識手法 
本研究課題を開始する前に、射影変換を受

けた文字の高速な認識方法を既に開発して
いた。そこで、まずこの既存の方法を改良し
た。具体的には、従来手法は認識可能なフォ
ント数を増加させると認識率が低下すると
いう問題を解決した。次に、この文字認識手
法の出力を組み合わせることで単語認識を
実現する手法を開発した。そして、これらの
技術を利用して、図１に示すノートパソコン
で動作する文字の関連情報を即座に提示す
るシステムを開発した。これは利用者がカメ
ラを向けた方向にある単語を認識し、その単
語の翻訳と、単語にあらかじめ関連づけられ
た画像や音声を提示するものである。例えば、
Hawk という単語を認識したときには、鷹の画
像を表示したり、鷹の鳴き声を再生したりす
るといった具合である。このシステムを用い
れば、利用者は web ページのリンクをクリッ
クするのと同様の手軽さで、知りたい情報を
入手することができる。この認識システムの
処理の概要を図２に示す。 
この成果を今年度(2010年6月)国際ワーク

ショップ(Ninth IAPR International 
Workshop on Document Analysis Systems (DAS 
2010)で成果発表したところ、IAPR Nakano 
Award(最優秀論文賞)を受賞した。また、本
研究の紹介記事が SPIE Newsroom に掲載され
た（http://spie.org/x43601.xml, DOI: 
10.1117/2.1201012.003308）。 
 
(2)人に装着可能なカメラによる情景中の文
字認識 
情景中のあらゆる文字を抽出するために

は，利用者にカメラを持ってもらい、実時間
で認識する必要がある。そのために利用する
カメラとしては、当初 Point Grey Research
の Ladybugなどの全方位カメラを想定してい
たが、人に持ってもらうには重いことと高価
であることから、たまたま利用可能であった
アイトラッカー付属カメラで情景中の文字
を認識することを試みた。その結果、実時間
で動作するシステムを開発することができ
た。しかし、ピントが合っていない認識対象
に対しての文字認識は容易ではなく、自動ピ
ント合わせ装置付きのカメラを使用するか、



ぼけに頑健な認識手法が必要ということが
わかった。 
 
(3)局所特徴量ベースの文字認識手法 

(1)で開発したシステムは文字切り出しが
成功したときには高速かつ高精度に文字認
識が可能であるが、そうでなければ効果を発
揮しないものであった。そこで、多少時間が
かかっても切り出しできなかった文字も認
識できるように、局所特徴量を利用した文字
認識手法を試みた。その結果、(1)のシステ
ムが英数字だけを対象としていたのに対し
て、この手法は図７のような漢字混じりの日
本語を図８のように認識することができ、
(1)のシステムを補完するものであることが
わかった。 
 
(4)(1)のシステムとスペルチェッカーの統
合 

文字を相当斜めから撮影すると、文字が潰
れてしまい、文字認識がかなり困難になる。
そこで、文字認識で失われた情報を単語辞書
を利用して補完するために(1)で開発したシ
ステムにスペルチェッカーを組み込んだ。こ
れにより、単語によっては大幅に認識率が向
上した。 
 
 このように本研究の[i]に関しては、利用
者がカメラを認識対象に向けるという条件
の下では高い認識性能と関連情報をユーザ
ーに提示するシステムを作成できた。しかし、
情景中から文字情報を発見してユーザーに
提示するという目的のためには人に装着可
能で広範囲の文字認識が実時間で行える必
要がある。この点について、前述の手法(2)
で、広範囲を撮影可能なカメラを使用したも
のではないが人に装着可能な装置を用いて
認識実験をしたところピントの問題などが
明らかになった。従って、一般にピント合わ
せが難しいと考えられる広範囲を撮影可能
なカメラを利用する文字認識においてはぼ
けた文字に対する認識が必須であると考え
られる。そのため、広範囲の文字認識が可能
なシステムを前提とする[ii]に関してはほ
ぼ手つかずのままである。本研究で実現でき
なかったシステムを今後いかに実現するか
を引き続き検討したいと考えている。 
 
４．研究成果 

ここでは前節の手法(1)と(3)の実験結果
を示す。 

手法(1)のシステムのクラス（アフィン変
換を受けると類似する字種が同じクラスに
なるように統合したもの）単位の認識率とそ
れに要する時間をそれぞれ図３，４に示す。
図中の「改良なし」は本研究開始前の性能を
表しており、「改良あり」は本研究の成果と

して得られた性能を表している。本研究によ
って認識率が大幅に向上し、処理時間は減少
したことがわかる。また、このクラス認識結
果を利用した単語認識を行った。単語単位の
認識率とそれに要する時間をそれぞれ図５，
６に示す。これらの図から、単語単位の認識
が高速かつ高い精度で行える事がわかる。 
手法(3)の再現率と適合率を図９に示す。

その結果、ひらがなやカタカナのように図形
的に単純な認識対象に対する認識性能は若
干劣るものの、図形的に複雑な字種の多い漢
字は紙面の正面から撮影した場合は再現率
97％、適合率 98.4%という一定の認識性能を
得た。 
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